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１． 環境経営方針

当社は、土木建築業、運輸業において二酸化炭素の削減に努めます。

車両の更新に関しても環境にやさしいものに替えていく努力をいたします。

産業廃棄物のリサイクルを推進しＳＤＧｓに取組ます。

当社は、『人と地球にやさしい環境づくり 』 をモットーとして、環境への取組みとして

自然エネルギーの活用推進（太陽光発電等）に取り組んでいきます。

全社員が一丸となって環境への取組みを実施し継続的に環境負荷を

削減していきます。

(具体的取組内容）

１． 環境保全のため全社員一丸と成って、エコアクション２１に取り組む

２． 環境事業活動を通じて地域の環境保全に努める

３． 廃棄物のリサイクルを積極的に推進する

４． 重機・車両での二酸化炭素の排出を削減する

５． 車両の洗浄等で使用する水の削減をする

６． コロナ対策をはじめとして体調管理を徹底する

７． 環境法規を遵守し、地域社会と地球環境全体に貢献する

８． この環境方針は事務所や会議室に常時掲示し教育、訓練を通じて全社員に周知する

令和3年6月8日

三恵物産株式会社

代表取締役社長　北川 直二

環境経営方針
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　２. 　事業活動の概要

エコアクション２１の活動は、全組織・全従業員を対象に活動を行う。

1）　事業所名・代表者氏名

三恵物産株式会社

代表取締役会長　　北川　直二

代表取締役社長　　北川　邦雄

2）　所在地
本 社 石川県金沢市四十万町ユ３６番地

白 山 営 業 所 石川県白山市曽谷町ト１３２－２

Ｔｅｌ　０７６－２９８－８１３９　／　Ｆａｘ　０７６－２９８－８８６９

Ｍail　：　sankei-doboku@dolphin.ocn.ne.jp

3）　事業の規模

昭和４９年８月

昭和５３年９月

２,０００万円

２,06０㎡

（本社：1,440㎡、白山営業所：　620㎡）

創 業

資 本 金

設 立

敷 地 面 積

令和２年度
（2020年）

令和３年度
（2021年）

令和４年度
（2022年）

年間売上高 145百万円 137百万円 140百万円

社員数　（年度末在籍数） 21 名 21 名 20 名

車両保有数 １９ 台 １９ 台 20 名

重機保有数 7 台 ８ 台 ８ 台

受託産業廃棄物の収集運搬量 204 ｔ 244 ｔ 190 ｔ

一般廃棄物の収集運搬量 3636 ｔ 3494 ｔ 2980 ｔ

特別管理産業廃棄物収集運搬量 0 t 0 t 0 t 
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4）　事業活動の内容

１.　土木一式工事の設計・監理・監督・請負・施工

２.　建築工事の設計・監理・請負・施工

３.　とび・土工・コンクリート工事、石工事、舗装工事、しゅんせつ工事、水道施設工事、

　　清掃施設工事の設計・監理・監督・請負・施工、各種解体工事

４.　産業廃棄物収集運搬業・特別管理産業廃棄物収集運搬業

５.　一般廃棄物収集運搬業

６.　一般区域貨物自動車運送事業及び自動車運送取扱事業

７.　砂利採取業及び建築諸資材の販売並びに各種建設機械のリース、レンタル

◆◆◆事業計画の概要、事業の範囲◆◆◆

5）　許可の内容

金沢市内全域の一般廃棄物 及び、金沢市を中心とする石川県内の産業廃棄物の収集運搬を
既存のお客様の要望にお応えしながら、新規拡大していく
建設・土木・解体業において、お客様に満足していただける仕事をする

許可内容 管轄 許可番号
許可年月日

許可有効期限
許可の範囲

一般建設業許可 石川県 石川県知事　許可
（般-4）第10261号

令和4年8月17日
令和9年8月16日

土木工事業
とび・土工工事業

一般区域貨物自動車
運送事業

中部運輸局 中運自貨二 第200号 昭和63年3月14日
有効期限なし

土石類、建設資材及び建設廃材、
汚泥並びに建設機械、運送に限る

産業廃棄物収集運搬業
【優良】

石川県 第01709021116号 平成2８年8月２６日
令和　5年７月31日

燃え殻、汚泥、廃油、廃プラス
チック類、紙くず、木くず、繊維
くず、動植物性残さ、ゴムくず、
金属くず、「ｶﾞﾗｽくず、ｺﾝｸﾘｰﾄく
ず及び陶磁器くず」、がれき類
積替え、保管を除く

特別管理産業廃棄物収集
運搬業
【優良】

石川県 第０1754021116号 平成2８年9月29日
令和　5年９月28日

廃油（揮発油類、灯油類及び軽油
類に限り、特定有害産業廃棄物で
あるものを除く。）
積替え、保管を除く。

一般廃棄物収集運搬業 金沢市 金沢市一般廃棄物
収集運搬業許可第11号

令和4年4月1日
令和6年3月31日

一般廃棄物（し尿及び浄化槽に係
る汚泥を除く。）の収集運搬

4



６）　保有車両
1. 運搬車両の状況　（令和5年３月31日時点）

保有内容 20台 割合

平成17年基準低排出ガス重量車 1台 5.0%

平成22年排ガス規制適合車 5台 25.0%

平成28年排ガス規制適合車 5台 25.0%

平成30年排ガス規制適合車 1台 5.0%

平成27年燃費基準達成車 5台 25.0%

平成27年度燃費基準5％向上達成車 3台 15.0%

平成27年度燃費基準10％向上達成車 2台 10.0%

平成12年騒音規制車 1台 5.0%

平成13年騒音規制車 9台 45.0%

平成28年騒音規制車 5台 25.0%

産廃 一般

9,500 kg ○

9,800 kg ○

12,600 kg ○

2,800 kg ○

2,150 kg ○ （再）

350 kg ○

2,000 kg ○

2,000 kg ○ 〇

2,900 kg ○ ○

3,050 kg ○ 〇

3,000 kg ○ （委）

4,500 kg ○ ○

4,950 kg ○

4,450 kg ○

4,400 kg ○ ○

4,350 kg ○ （委）

2,000 kg ○

2,000 kg ○ 〇

2,900 kg ○

3,550 kg ○

4ｔダンプ 金沢100あ　3893

石川400あ　８３６

10ｔダンプ 石川 11き７０８８

10t深ダンプ 金沢100か２４０５

12ｔ運搬車 石川 11き６０８９

石川 11え９００８

軽トラ 金沢480り３６２０

2ｔ塵芥車（増t） 金沢830あ　７７７

4ｔ塵芥車（増t） 金沢800か　３２９

2ｔダンプ 金沢400あ　８５２

2ｔダンプ

2ｔ塵芥車（増t） 金沢8０0あ１３００

4ｔ塵芥車 金沢800あ　７１０

4ｔ塵芥車（増t） 金沢800か　５１７

金沢800か　３８５

（計　20台）

3ｔダンプ 金沢100あ　3906

4ｔアームロール車 金沢100あ１８８９

4ｔ塵芥車（増t）

4ｔ塵芥車（増t） 金沢800か　６３１

4ｔ塵芥車（増t） 石川800か　３４５

2ｔ塵芥車（増t） 金沢800あ　９２０

最大積載量
許可範囲

登録番号車　　種

4ｔレッカー付ダンプ 金沢100あ１８８２

2ｔレッカー付ダンプ
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２. 重機

７）　環境管理責任者・担当者氏名及び連絡先

担 当 責 任 者 ： 大和　陽子

ＴＥＬ ０７６－２９８－８１３９

ＦＡＸ ０７６－２９８－８８６９

ﾒｰｶｰ 排ガス規制 騒音規制

油圧ショベル 日立  ZX70-3 第１次 低騒音('97)  81633

タイヤショベル 神戸  LK230Ｚ-4  RE-25263

タイヤショベル 小松  WA50-3 第２次 低騒音  25082

タイヤショベル 小松  WA50-6 2006年基準 超低騒音 66320

油圧ショベル 小松  PC120-11 2014年基準 超低騒音  91279

タイヤショベル 小松  WA100-5 第２次 低騒音  75681

油圧ショベル 小松  PC18MR-3 第３次 超低騒音  22643

油圧ショベル 小松  PC35MR-5 第３次 超低騒音  30172

※排ガス規制・・・国土交通省規定　排気ガス対策型建設機械

※騒音規制・・・・国土交通省規定　低騒音型・低振動型建設機械

建設施工において、機械化施工が大気環境に与える負荷の軽減を目的として、
排出ガス性能の良い建設機械の普及促進及び排出ガス対策を実施しています。
 排出ガス基準値を満たした建設機械を指定する制度を平成３年度より行って
おり、国土交通省直轄工事において指定機械の使用を進めてきました。また平
成18年度からはオフロード法によって、公道を走行しない建設機械を対象に
排出ガス規制を行っています。

建設工事に伴う騒音・振動対策として、騒音・振動が相当程度軽減された建設
機械を「低騒音型・低振動型建設機械」として指定を行っています。機械を生
活環境を保全すべき地域で行う工事では、指定を受けた機械の使用を推進して
います。
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３. 組　織

活動組織図

【EA21事務局】

環境活動方針（役割分担）

　代表者（社長） ・ 環境方針を作成

・ 環境管理責任者を任命する

・ 経営資源を投入する

・ 経営層による評価・見直しを行う

　環境管理責任者 ・ エコアクション２１活動の実施・運用

・ 取組状況の進捗管理

・ 環境方針、目標、活動計画の達成と実績の結果を

  社内会議にて報告する

・ 発生した問題点を経営層へ報告し是正措置・予防

  予防措置を社内会議やﾐｰﾃｨﾝｸﾞにて全社員へ周知

　事務局 ・ 環境管理責任者の補佐

・ エコアクション21のデータ収集及び資料の作成

・ 環境情報収集及び報告

　全社員 ・ 環境活動の目標・計画の理解・実施

・ 改善のための提案

・ 社内外への環境活動への積極的参加

・ 各部毎に担当者を配置し計画の実施状況を部毎に

　確認し推進する

環境部：大和陽子

土木部：北川邦雄

総務部：北川典子

【代表者】
代表取締役会長　北川直二
代表取締役社長　北川邦雄

環境部 総務部

取締役

　役員
【環境管理責任者】

大和陽子

土木部
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4 中期環境経営目標

■　中期（5ヶ年）目標

単 位

kg-CO2

kwh

ℓ

ℓ

ℓ

⑥売上高原単位 kｇ-CO2/円

②廃棄物排出量 ｔ

ｔ

ｔ

③リサイクル率 ％

④排水量 ㎥

※令和３年度の実績を基準とし令和5年度より中期計画にて目標設定を作成しています。

※廃棄物排出量は請負工事の量と内容により変動するため、請負工事（自社）分と
　事務所からの排出分で区別し実績を集計する。
　請負工事排出（現場からの排出）に関してはリサイクル率を重視し、排出内容の９５％のリサイクル
　に努め各現場毎での環境改善を図る為ﾁｪｯｸｼｰﾄを活用し推進する。（請負額100万以上の現場毎作成
　但し、100万以下の現場も必要と判断する現場に関しては作成する。

※購入電力の二酸化炭素排出係数は0.526kg-CO2/kwh（北陸電力の令和1年度実排出係数）を
　使用しました。今後も継続使用します。

100％ 100％

787

⑤建設工事における
　環境負荷軽減の推進 -

ﾁｪｯｸｼｰ
ﾄ作成

100％ 100％ 100％ 100％

▲1％ 779 771 764 756

-

95

748

16.5 維持 95 95 95 95

事務所からの排出 11.0 - - - -

-

現場からの排出 1.9 - - - - -

37.5

-

- - - -

48,535

1.355 ▲1％ 1.341 1.328 1.314 1.301 1.287

軽油 51,089 50,578 50,067 49,556 49,045

1,975 1,954

ガソリン 4,262 4,219 4,177 4,134 4,092 4,049

154,990 153,376

電気 27,809 27,531 27,253 26,975 26,697 26,419

①二酸化炭素排出量 161,448

▲1％

159,834 158,219 156,605

灯油 2,057 2,036 2,016 1,995

令和9年度

2021年 目 標 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年

土木部では建設工事件数があまり増えない為明確な計画が困難ではあるが毎年いただいている仕
事では創意工夫をもって必要最低限の機材で無駄の無いようすすめていきたい。
また、工事毎でのチェックを行っていくことで改善と意識改革をしていきたい。
なお、主な売上である廃棄物の収集運搬に関しては軽油の使用料の80％を占めており、より意識
をもって運転をしていきたい。そのため、下記の通り目標を設定し全従業員で意識を高めていき
ます。

①　二酸化炭素排出量は基準年より毎年1％ずつ削減する
⑥　売上高原価単位（二酸化炭素排出量÷売上）での１％削減
②　廃棄物排出量は工事の内容により大きく影響されることもあり、目標設定はしません
　　ただし、各現場毎に環境負荷軽減の提案をし推進をはかる（⑤チェックシートの作成）
③　リサイクル率は95％以上を目標とする
④　水の使用量は基準年より毎年１％削減する
⑦　外部からの苦情の件数を0件を目標とする

基準年 中期目標

令和3年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

0件 0件
⑦苦情・事故件数の低
減 5件 0件 0件 0件
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5 環境活動の取組事項

◆　具体的な環境目標（環境経営計画）

【二酸化炭素排出量の削減】　 　担当：環境部、土木部

エコドライブ 不必要なアイドリングの禁止

急発進・急加速の禁止

車両エアコンの適切な使用

タイヤの空気圧のチェック

車両の効率的運行 運行効率を考えての配車

低排気車両への入替

節電 不要な照明の消灯

電気器具の電源ｵﾌによる待機電力の削減

現場での 建設現場での現場別の負荷軽減を推進

　負荷軽減

【廃棄物排出量の削減】　 　担当：土木部・総務部

一般廃棄物・ ごみの分別

　産業廃棄物の削減 資源ゴミのリサイクル

コピー用紙の両面使用

裏紙の再利用（メモ用紙へ）

現場での廃棄物削減 建設現場での現場別での産廃削減

仮設材等で再利用が可能なものを使用する

【総排水量削減】　 　担当：環境部、土木部

節水 洗車時の適正水量

井戸水計量メーターチェック

蛇口の閉め忘れチェックと呼びかけ

【その他】　 　担当：総務部

グリーン購入 再生紙の使用推進

事務用品の長く使えるもの簡易包装を選ぶ

エコマーク商品の購入

報告・周知 EA21の意義浸透のため社内会議実施

朝礼や社内掲示で進捗状況の報告

社内研修の実施

苦情・事故件数の削減 苦情件数の削減

事故（車両事故含む）の削減

社内安全会議の実施



６.　環境目標の実績　

6-1　過去の実績推移

単位

kg-CO2

電気 kwh

灯油 ℓ

ガソリン ℓ

軽油④ ℓ

売上高原単位 k-Co2/円

売上高 百万円

廃棄物排出量② ｔ

ｔ

ｔ

リサイクル率③ ％

排水量 ㎥

①　二酸化炭素は重機・車両等で使用する軽油が80％超を占める。二酸化炭素は重機・車両等で使用する軽油が80％超を占める。

②　廃棄物は当社が請け負った解体及び土木工事で発生したコンクリートがら廃棄物は当社が請け負った契約内容により大きく変動する

③　リサイクル率は②同様請負物件により変動するのが実態である。リサイクル率は②同様請負物件により変動するのが実態である。

6-2　計画と実績

kg-CO2

電気 kwh

灯油 ℓ

ガソリン ℓ

軽油 ℓ

売上高原単位 kｇ-CO2/円

廃棄物排出量 ｔ

ｔ

ｔ

リサイクル率 ％

排水量 ㎥
※評価の基準　〇：達成、△：10%未満、×：10％以上未達

令和3年度
（2021）

161,448

27,809

2,057

4,262

51,089

11.0

16.5

1

38

38.0

0.4

72.5

1.355

38

12.9

196,991

40,273

2,534

4,027

62,076

1.9

0.6

50.5

×

644

127.9%

731.2 787.2

95.0

625 807.3 129.2%

84.0%

×

34.6

83.1%

〇

47.5%

112.9% △

計画 実績

1.120

現場からの排出

24,908 76.8% 〇

59,929

×

4,728

平成30年度
（2018）

193,715

61,783

評価

37.5

37.2

0.3

令和2年度
（2020）

156,904 84.3% 〇

令和4年度
（2022年）

1

83

82.5 38.4

61,923

50,321

1,968 2,517

〇1.348

4,187

現場からの排出

事務所からの排出

単位

566 672

27.7

二酸化炭素排出量

二酸化炭素排出量①

28.9

1,926

34,505

4,745

28.3

0.5

実績/計画

33.2

1.4事務所からの排出

45.1

平成29年度
（2017）

203,133

36,175

32,427

186,177

1,815

5,432

61,735

63.7

82

平成31年度
（2019）

33,431

2,028

191,935

4,317

二酸化炭素排出量の削減達成！
しかし内訳のガソリンと灯油が大幅未達
リサイクル率と水の使用量も大幅に未達
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グラフ用

電気

灯油

ガソリン

軽油

排水量

令和4年度は、二酸化炭素排出量は目標を達成することができました。内容は以下の通りでした。

二酸化炭素排出量のうち、軽油の使用量が
全体の80％以上を占めており、目標達成の
ために一番注力をしたい項目です

軽油の使用量の減少は、ダンプ・重機での仕事の
減少のためと、廃棄物収集車両の入替の自社努力と
委託業務の担当替えが令和４年１１月に行われ
そこから大幅に減少することができた。
但し、冬季の軽油の増加は除雪作業での重機への
給油分であり配車等に問題はない。 
ガソリンの使用量は車両が古く燃費が悪い車両が
残っており、その車両での現場確認等が原因と
思われる。また、昨年より乗用車のエコドライブも
推進していきたく勉強会を実施
車両毎の統計を取ろうと試みたが通勤等にも使用
しており厳密な数値の比較はできなかったが、報告をもらうことで運転手の意識向上を図りたい。

ダンプ、運搬車、塵芥車については、昨年に引き続き 車両毎の燃費の集計と部署毎での比較検
討。エコドライブの研修の実施、日常点検の実施、ドライブレコーダーによる運転指導を継続し
て実施してまいります。

電気使用量は昨年同様本社移転に伴う削減であり実質これからの節電を試みていきたい。
場内のLED化はほぼ完了したと判断する。但し、初期の頃にLEDにした電気の交換を今後検討す
る。コロナ対策でトイレに人感センサーを設置したが、今後もそのまま対策を継続していくため
引き続き使用してまいります。
排水量については毎日の洗車に使用しており、感染症の予防対策及び臭気対策を徹底しているた
め使用量が増えている
無駄な排水の無いよう節水の呼びかけは継続して行ってまいります
役所等からは臭いの苦情はきておりません。

リサイクル率については大幅に未達になっています。
場内で柵の劣化のため安全鋼板にて場内整備を行い、くさってきていた木を伐採したため廃棄物
が多量に発生しました。土木部では解体等の現場はありませんでした。

廃棄物の受託業務での分別については、
顧客への案内で古紙・段ボールの資源化の
提案をしている。可燃物で出される再利用
可能な段ボール等についてリサイクルでき
るような荷姿で排出できる環境を提案し
ていく

1000

1100

1200

1300

1400

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

R2 R3 R4

二酸化炭素排出量(kg-co2) (kg-co2/円)

二酸化炭素排出量割合

（R4）

電気 灯油 ガソリン 軽油
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７.　環境活動計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容

7-1　環境活動計画の取組結果

【二酸化炭素排出量の削減】 （担当） 環境部・土木部

評価

全車両のエコドライブの周知 ○

不必要なアイドリングの禁止 ○

急発進・急加速の禁止 ○

○

○

車両効率を考えての配車 ○

低排気車両への入替の検討 ○

不要な照明の消灯 △

△

建設現場での現場別の負荷軽減を推進 -

【廃棄物排出量削減】 （担当） 土木部・総務部

ごみの分別 ○ 種類毎の分別している

資源ごみのリサイクル ○ できている

コピー用紙の両面使用 ○ できている

裏紙の再利用（メモ用紙へ） ○ 足りない人へシェアして活用している

建設現場での現場毎の産廃削減 - 産廃の適正処理を推進する

- 再利用可能なものを検討する

【総排水量削減（節水）】 （担当） 環境部

洗車時の適正水量 △

井戸水計量メーターチェック 〇

蛇口の閉め忘れチェックと呼びかけ ○

【グリーン購入】 （担当） 総務部

再生紙の使用推進 ○

△

エコマーク商品の購入 〇

【その他】 （担当） 総務部

○

朝礼や社内掲示で進捗状況の報告 ○

社内研修の実施 ×

7-2　次年度の取組内容

令和5年度は前年度の取組を継続推進し、

『苦情・事故件数の削減』を追加し推進してまいります

令和4年度中に4回開催

点検について等　随時周知

未実施（別の研修会が開催されたため）

環境活動計画 概要

毎月燃費の一覧表をそれぞれの部署(仕事内
容)で別けて比較
タコメーター・ドラレコでのエコ運転の
チェック
日常点検の実施状況の確認
勉強会の実施・研修会への参加

車両のエアコンを控えめに使用

タイヤの空気圧のチェック

※評価の基準　○：徹底ができている
　　　　　　　△：取り組んでいるが、まだ徹底できていない
　　　　　　　×：取組ができていない

事務用品購入時に長く使えるもの、簡易
包装を選ぶ

令和4年度にダンプ車の入替完了
来年度は一番古い塵芥車を入替予定

仮設材等で再利用が可能なものは使用

ＥＡ２１導入の意義浸透のため社内会議
を実施

電気機器の電源オフによる待機電力の削
減

啓発活動をする（声掛け・掲示）
ホースノズルの交換をして水漏れ防止
元のコックで閉める

購入時に意識的に選択し、取組を強化する
まだ値段で選択している分もある

残業の減少（夜の電気や空調のOFF）

無駄なアイドリングストップ
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８.　環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

8-1　環境関連法規の遵守状況　

法令更新確認日：令和5年4月5日

遵守チェック日 ：令和5年4月5日

種類 規制事項 遵守事項 適用法規 チェック項目 遵守状況

産業廃棄物の保管は保管施設で行う

掲示板（60×60㎝以上）を設置する

産業廃棄物の委託
基準

産業廃棄物の処分の委託は委託基準に従い処
分の業の資格を有する者との委託契約に基づ
く

許可証
委託契約書の確認 ✔

産業廃棄物管理票
の報告

多量排出者（1,000ｔ/年）は減量計画書を
知事に報告

産業廃棄物減量化計画書の
作成・提出 ✔

産業廃棄物管理票
の保存

管理票（マニフェスト）を5年間保管
最終処分の終了を確認

マニフェスト適正管理
（運搬処分は90日
　最終処分は180日）

✔

産業廃棄物の報告 排出量実績報告 ６月までに各市町村へ報告 ✔
収集運搬許可 一般廃棄物・産業廃棄物の許可

種類、有効期限の確認
許可の確認

✔

飛散防止 産業廃棄物が飛散し流出しないようにするこ
と

運搬車、運搬容器の飛散防
止対策をしている ✔

収集運搬車の表示 許可番号の表示
①産業廃棄物の収集・運搬車両であること

②氏名又は名称
③統一許可番号（下６桁）

車体に表示

✔

備付書面 運搬車に所定の書面を備付
①許可証の写し
②マニフェスト

全車両への備付
✔

契約の提携 契約内容の確認 委託契約書の管理 ✔
帳簿記載義務 マニフェストの運用管理 ✔
収集運搬実績報告 ６月末までに石川県へ報告

✔

プ
ラ

解体工事等から排
出されるプラス
チック使用製品廃
棄物

プラ製品の廃棄物は①分別②再資源化③熱回
収を行うこと
従業員へ排出抑制・教育訓練
記録の保管

プラスチッ
ク資源循環
促進法

再資源化の促進
①分別②熱回収→業者の選別
再資源化の教育
再資源化実施量の記録

ー

対象建設工事 解体工事は80㎡以上 対象工事の確認 -
解体業者の届出 解体工事業者の登録

技術管理者の専任
届出（許可証、技術管理
者） -

工事の届出 工事の着工日の7日前までに知事に届出 届出作成（許可証、技術管
理者、標識の掲示） -

分別解体等の実施 建設資材廃棄物（ｺﾝｸﾘｰﾄ、ｺﾝｸﾘｰﾄ及び鉄から
なる建設資材、木材、ｱｽﾌｧﾙﾄ･ｺﾝｸﾘｰﾄ）につ
いて、分別解体をしなければならない

廃棄物の分別

-

再資源化等 特定建設資材廃棄物について、再資源化をし
なければならない

再利用の促進
-

フ
ロ
ン

フロンの漏えい防
止

機器の適切な場所への設置及び点検
漏えい防止措置及び未修理機器への冷媒充填
禁止

フロン排出
規制法

簡易点検の実施
点検等の履歴保存
漏えい量の算定・報告

✔

特定建設作業
指定区域の確認

対象作業　　　（定格出力）
　ﾊﾞｯｸﾎｳ    …80kw以上
　ﾄﾗｸﾀｰｼｮﾍﾞﾙ…70kw以上
　ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ …40kw以上

指定区域の確認
対象作業の確認

✔

作業の届出 特定建設作業開始の7日前までに市町村長へ
届出

事前届出
-

騒音の基準 作業敷地の境界線上で85ﾃﾞｼﾍﾞﾙ以下 基準遵守 -
指定区域の確認 指定地域の確認 工事現場の指定区域の確認 ✔
作業の届出 特定建設作業開始の7日前までに市町村長へ

届出
事前届出

-

振動の基準 作業敷地の境界線上で75デシベル以下 基準遵守 -

車両の管理 営業用車両の運行管理 走行距離の報告（ﾄﾗｯｸ協
会）

✔
車両の整備 定期点検整備 3か月点検、整備 ✔

8-2　法令違反、訴訟等の有無　

環境関連法規制の遵守状況について評価した結果、遵守状況は良好であり、法令違反はありませんでした。
また、訴訟もありませんでした。
関係当局よりの違反等の指摘は過去５年間ありませんでした。
環境関連法規に関しては自らが定期的に遵守チェックしています。

騒
音

騒音規制法

振
動
規
制
法

振動規制法

産
業
廃
棄
物

収集運搬を
業として行
う場合

マニフェスト管理

車
両

リ
サ
イ
ク
ル

✔
産業廃棄物の一時
保管

道路運送車
両法

廃棄物の処
理及び清掃
に関する法
律
（廃掃法）

保管場所、掲示板の確認

建設リサイ
クル法
（建設工事
に係る資材
の再資源化
等に関する
法律）
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９.   代表者による全体評評価と見直しの結果

　エコアクション21の取組みを始め16年目になりました。
　現会長の北川直二はいち早く環境問題に注力し小規模な会社ながらこのエコア
クションを勧めることは意味があると始めました。
令和5年4月より社長が交代いたしまして、北川直二は会長として指導をお願いし
ながら若輩ではございますが、これからの三恵を更に邁進させていく所存であり
ます。志同じく環境保全はわが社の重大な課題であり、推進しつづけなければな
らない問題であります。そのためにはこのエコアクション21の推進がより効率的
であると判断し継続し続けてまいります。
　当社の廃棄物収集及び貨物運送は、環境負荷軽減は重要な問題であり未来を支
えるためにエコアクション21を通して活動の見直しをする良い機会になっており
ます。今後も継続して推進をしていきます。

　社員一丸となって、全員で参加できる活動を今年も継続していき、新たに『苦
情・事故件数の削減』を掲げ推進していきたいと思います。

　社内教育については定期的に研修会等を実施しているが、そろそろ外部講師を
呼んでの講習会を再開させたく思います。

　今年も、地域貢献として、10月に実施された「クリーン作戦2021」（トラック
協会主催）への参加、金沢マラソンのボランティアに参加をしました。事務所の
前の公道及び向かいの敷地のクリーン化（ゴミ拾い、草刈り）も定期的に実施し
ております。地域とも問題もなく（悪臭・騒音等の苦情もなく）コミュニケー
ションがとれており、継続して地域交流をしていきたいと思います。

　令和４年度のエコアクションの取組は適切でした。
　負荷チェックを昨年から新しくすることで見やすく状況の判断もしやすくなり
ました。
　このコロナ禍で取引先の減少、経費の高騰等で経営状態維持のために工夫して
いく中で、その工夫がそのままエコ活動になっており、これからも見直し等は定
期的に行っていきたい。
　
　車両について、令和4年度は長く使用していた箱車を２台交替しました（H13年
式、H14年式）新しい車両は燃費面でも向上し、走行時の音も静かで取引先様か
らも好評を得ております。今年度も塵芥車を1台入替予定(H16年式)

　環境部に関しまして、委託の収集コース見直しに伴う担当エリア替えが令和4年
11月に実施され委託での走行距離の削減をすることができました。組合の交渉の
おかげです。コースの変更により迷惑をかけないよう取り忘れ、苦情の無いよう
にしていきたいです。
　土木部は土木工事は昨年はほぼなく、ダンプ及び貨物の仕事でした。よりエコ
ドイラブの推進をはかってまいります。
冬場の軽油の使用量の増加は除雪作業に伴うものもあり短時間での作業をできる
よう作業時間の調整等を行います。

令和　5年　6月　30日

代表取締役社長  北川 邦雄
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